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上
段
ま
で
）

市
議
会
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
を
審
議
す
る
ほ
か
に
、
一
般
質
問
と
し
て
、
各
議
員
が
市
政
全
般
に
対
し
て

質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
21
人
42
件
の
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（	

他	

は
そ
の
他
の
質
問
）

一
般
質
問

一
般
質
問

　※（　）内は、会派名を略して掲載しました。　市政…府中市議会市政会　市フォ…府中市議会市民フォーラム　公明…公明府中　共産…日本共産党府中市議団　ネット…生活者ネットワーク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　		自由…自由クラブ　都民…府中市議会都民ファーストの会　市民…市民の風
			※一般質問のタイトルには質問方式（一括質問または一問一答）を記載しております。

清
水

勝

議
員（
市
フ
ォ
）　
令
和
３

年
１２
月
、
市
は
府
中
市
に
お
け
る

２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素
排
出
実

質
ゼ
ロ
に
向
け
た
協
働
に
関
す
る

地
域
協
定
を
市
内
企
業
・
大
学
と

結
城

亮

議
員（
市
民
）　
ち
ゅ
う

バ
ス
は
幅
広
く
市
民
に
利
用
さ
れ

て
お
り
、
貴
重
な
地
域
交
通
と
し

て
更
な
る
ニ
ー
ズ
へ
の
役
割
を
果

た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

手
塚

と
し
ひ
さ

議
員（
市
フ
ォ
）　

府
中
基
地
跡
地
の
利
用
計
画
に
つ

い
て
、
こ
れ
ま
で
に
市
民
や
市
内

団
体
等
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
要
望

・
意
見
が
あ
っ
た
か
。

ま
ち
づ
く
り
拠
点
整
備
推
進
本
部

長
　
市
民
か
ら
は
利
用
計
画
策
定

時
に
、
集
客
施
設
等
の
設
置
を
は

じ
め
多
く
の
意
見
が
あ
っ
た
。
市

内
団
体
等
か
ら
は
、
米
軍
通
信
施

設
の
返
還
に
伴
う
計
画
の
見
直
し

に
関
連
し
、
ラ
グ
ビ
ー
の
ま
ち
府

中
を
象
徴
す
る
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備

や
、
８
面
か
ら
１２
面
程
度
の
庭
球

場
の
設
置
に
つ

い
て
要
望
が
あ

っ
た
。

議
員
　
ス
ポ
ー

ツ
を
す
る
人
は

平
均
寿
命
が
長

く
、
最
も
長
い

の
は
庭
球
と
の

新
聞
記
事
が
掲

載
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
寿
命

延
伸
の
た
め
、

８
面
以
上
の
庭

球
場
設
置
を
望

む
声
が
あ
る
が
、
市
の
考
え
は
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　
庭
球
場
を

含
め
た
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
、

利
用
状
況
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
施

設
機
能
再
配
置
等
の
最
適
化
を
図

る
た
め
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

配
置
等
適
正
化
計
画
（
仮
称
）
の

策
定
に
向
け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

他	

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
に
つ
い

て
●

中
河
原
駅
利
便
性
向
上
に
つ
い
て

締
結
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
の
実
現
に
向
け
た
、
市
の
考
え

方
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

市
長
　
同
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

協
定
を
締
結
し
た
各
事
業
者
の
強

み
を
生
か
し
た
、
本
市
独
自
の
取

組
を
推
進
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
多
く
の
企
業
が
所
在
す

る
本
市
の
特
徴
を
踏
ま
え
た
上
で
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
可

能
性
を
整
理
し
つ
つ
、
協
定
締
結

事
業
者
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
地
域

の
主
体
と
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
、

多
摩
地
域
を
先
導
す
る
脱
炭
素
化

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き

た
い
。議

員
　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ

ィ
実
現
に
向
け
た
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
可
能
性

調
査
の
結
果
を
基
に
、
本
市

に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

将
来
推
計
を
踏
ま
え
て
、
４

年
度
中
に
脱
炭
素
化
に
向
け

た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
。

　
そ
こ
で
、
高
齢
者
の
利
用
促
進

の
た
め
に
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
適

用
を
検
討
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長
　
ち
ゅ
う
バ
ス
は

一
般
の
路
線
バ
ス
と
運
賃
体
系
が

異
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
の

規
則
に
よ
る
適
用
対
象
に
な
じ
ま

な
い
と
捉
え
て
お
り
、
検
討
す
る

考
え
は
な
い
。

議
員
　
他
自
治
体
で
は
小
型
Ｅ
Ｖ

バ
ス
の
導
入
等
に
よ
り
公
共
交
通

の
空
白
地
帯
の
解
消
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
聞
く
が
、
市
の
考
え
は
。

都
市
整
備
部
長
　
バ
ス
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
効
率
化
を
図
る
中
で
、
住

宅
地
な
ど
の
地
区
内
交
通
を
支
え

る
適
切
な
手
段
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
予
定
で
あ
る
。

他	

夏
休
み
中
に
お
け
る
学
童
ク
ラ
ブ
で

の
昼
食
提
供
に
つ
い
て
求
め
る
●

「
飼

い
主
の
い
な
い
猫
」
に
対
す
る
行
政
施

策
の
充
実
と
市
民
と
の
協
力
体
制
の
在

り
方
に
つ
い
て
求
め
る
●

不
登
校
児
童

に
対
す
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
活
用
な

ど
を
求
め
る

松
村

祐
樹

議
員（
市
政
）　
地
球

温
暖
化
の
進
行
が
環
境
の
変
化
を

も
た
ら
す
一
方
で
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
対
す
る
機
運
の
高
ま
り

も
感
じ
る
。
そ
こ
で
、
脱
炭
素
化

に
向
け
た
今
後
の
市
の
取
組
は
。

生
活
環
境
部
長
　
現
在
実
施
し
て

い
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
可
能
性
調
査
の
結
果
を
基
に
、

本
市
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

稲
津

憲
護

議
員（
市
フ
ォ
）　
セ
ル

フ
ネ
グ
レ
ク
ト
に
つ
い
て
の
、
市

の
認
識
を
聞
き
た
い
。

市
長
　
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
は
、

直
接
的
な
人
間
関
係
が
希
薄
化
す

る
中
で
、
当
事
者
が
周
囲
の
関
与

を
拒
否
す
る
な
ど
、
様
々
な
要
因

に
よ
っ
て
社
会
か
ら
孤
立
し
、
生

活
全
般
の
行
為
や
心
身
の
健
康
維

佐
藤

新
悟

議
員（
市
政
）　
現
在
、

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
に
は
、
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
よ

将
来
推
計
を
踏
ま
え
、
府
中
市
に

お
け
る
２
０
５
０
年
二
酸
化
炭
素

排
出
実
質
ゼ
ロ
に
向
け
た
協
働
に

関
す
る
地
域
協
定
の
締
結
事
業
者

を
中
心
と
す
る
脱
炭
素
化
に
向
け

た
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
し
、
そ
の
実

施
に
当
た
っ
て
は
各
事
業
者
が
持

つ
最
新
の
技
術
な
ど
の
展
開
や
、

市
民
、
事
業
者
等
と
の
協
働
に
よ

る
取
組
手
法
を
検
討
し
て
い
く
。

持
が
で
き
な
い
状
態
の
こ
と
と
認

識
し
て
い
る
。
背
景
に
認
知
症
等

の
複
合
的
な
問
題
が
あ
る
方
も
多

く
、
関
係
機
関
の
発
見
時
に
は
深

刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
場
合
も

あ
り
、
見
守
り
活
動
な
ど
に
よ
る

早
期
発
見
が
重
要
と
捉
え
て
い
る
。

議
員
　
改
善
し
た
セ
ル
フ
ネ
グ
レ

ク
ト
を
再
発
さ
せ
な
い
た
め
に
、

市
で
取
り
組
ん
で
い
る
支
援
は
。

福
祉
保
健
部
長
　
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対
応
す
る
際
に

は
、
当
事
者
の
抱
え
る
課
題
を
必

要
な
支
援
機
関
等
に
つ
な
げ
つ
つ
、

本
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
、
複
合
的
な
課
題

を
抱
え
る
当
事
者
に
つ
い
て
は
、

関
係
機
関
等
と
の
情
報
共
有
を
深

め
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
効
果
的

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
。

る
実
証
実
験
と
し
て
運
行
さ
れ
て

い
る
も
の
と
、
個
人
所
有
の
も
の

が
あ
り
、
法
の
規
制
も
異
な
る
と

聞
く
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、

本
市
に
お
け
る
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
運
行
状
況
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。

生
活
環
境
部
長
　

事
業
者
の
計
画
に

は
活
動
場
所
と
し

て
本
市
も
含
ま
れ

て
い
る
が
、
現
在
ま
で
具
体
的
な

計
画
は
伺
っ
て
い
な
い
。
個
人
所

有
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
市
内
で

散
見
さ
れ
る
と
の
声
が
あ
る
。

議
員
　
今
後
、
改
正
道
路
交
通
法

の
施
行
に
よ
り
、
実
証
実
験
と
同

様
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
義
務
等
が

緩
和
さ
れ
た
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

を
含
め
、
市
内
で
も
様
々
な
場
面

で
目
に
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
そ
こ
で
、
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
危
険
性
に
関
す
る
市
の
認
識
は
。

生
活
環
境
部
長
　
な
が
ら
運
転
な

ど
の
危
険
な
運
転
の
実
態
が
報
道

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
ル

ー
ル
の
遵
守
な
ど
に
つ
い
て
、
課

題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

他	

府
中
市
立
第
八
小
学
校
の
改
築
に
つ

い
て

議
員
　
他
自
治
体
の
先
進
的
な
取

組
を
導
入
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

生
活
環
境
部
長
　
先
進
的
な
取
組

を
実
践
す
る
自
治
体
で
は
、
地
域

資
源
を
生
か
し
た
創
エ
ネ
事
業
や

新
電
力
会
社
の
設
立
な
ど
の
取
組

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
本
市
と
し

て
も
、
地
域
特
性
に
合
っ
た
効
果

的
な
取
組
を
検
討
し
て
い
く
。

ゼ ロカーボ ンシティ

実現に向けた考え方は

公共交通の空白地帯を
解消するための取組
市 の 考 え は

府中基地跡地の利用計画
市内団体等からはどのような
要 望 ・ 意 見 が あ っ た か

あらゆる地域の主体と連携・協働し
多 摩 地 域を先 導する脱 炭 素 化 の
まち づ くりを 推 進していきた い

住宅地などの地区内交通を支える
適 切 な 手 段 に つ い て
検 討 を 進 め る 予 定 で あ る

ス タ ジ ア ム 整 備 や

庭球場の設置についての

要 望 が あ っ た

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

先
進
的
な
取
組
を
導
入
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

市

 

の

 

考

 

え

 

は

改
善
し
た
セ
ル
フ
ネ
グ
レ
ク
ト
の
再
発
防
止

市

で

取

り

組

ん

で

い

る

支

援

は

電

動

キ

ッ

ク

ボ

ー

ド

の

危
険
性
に
関
す
る
市
の
認
識
は

地

域

特

性

に

合

っ

た

効  

果  

的  

な  

取  

組  

を

検   

討   

し   

て   

い   

く

必
要
な
支
援
機
関
等
に
つ
な
げ
つ
つ

本
人
に
寄
り
添
っ
た
対
応
に
努
め
て
い
る

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
な
ど
に
つ
い
て

課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る

　▲脱炭素化へ向けて

　▲府中基地跡地留保地


